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夏
の
思
い
出
も
つ
か
み
ど
り

　
　
　

夏
休
み
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、
ブ
リ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
が

　

開
催
さ
れ
、
あ
づ
ま
海
水
浴
場
は
多
く
の
家
族
連
れ
で
に

　

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　

大
き
な
ブ
リ
を
抱
え
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
を
み
せ
ま

　

し
た
。（
関
連
記
事
＝
Ｐ
７
）



全
国
大
会
へ
向
け
技
を
磨
く

町
内
の
３
人
が
出
場
決
定

　

阿
久
根
市
の
三
笠
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
古
賀
正
男
団
長
）
に
所
属

す
る
、小
島
大ひ
ろ
ま
さ尚
君（
田
尻
小
６
年
）、

竹
山
真
平
君
（
城
川
内
小
６
年
）、

小
島
孝
太
君
（
川
床
中
３
年
）
の
３

人
が
、
全
国
大
会
出
場
の
切
符
を
手

に
し
ま
し
た
。

　

小
島
大
尚
君
と
孝
太
君
は
兄
弟
で

の
出
場
と
い
う
偉
業
も
同
時
に
達
成

し
ま
し
た
。

　

３
人
が
所
属
す
る
同
少
年
団
は
20

人
ほ
ど
の
団
員
の
う
ち
町
内
か
ら
通

う
児
童
、
生
徒
ら
が
約
半
数
を
占
め

て
い
て
、
古
賀
団
長
や
石
原
英
明
総

監
督
の
指
導
の
も
と
厳
し
い
稽け
い
こ古
を

積
ん
で
い
ま
す
。

　

３
人
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
開
催
さ
れ
た
県
大
会
で
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
し
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し

た
。

　

兄
・
孝
太
君
の
影
響
を
受
け
、
５

歳
で
柔
道
を
始
め
た
大
尚
君
は
「
勝

敗
を
決
め
る
こ
と
が
柔
道
を
や
っ
て

い
て
楽
し
い
。
勝
っ
た
ら
す
ご
く
嬉

し
い
」
と
話
し
、「
走
っ
た
り
す
る

の
は
き
つ
い
け
ど
練
習
は
楽
し
い
」

と
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。

　

真
平
君
は
大
尚
君
と
同
じ
小
学
６

年
生
。
体
力
づ
く
り
の
た
め
、
１
年

生
か
ら
柔
道
を
始
め
ま
し
た
。「
内

股
」
が
得
意
で
、「
相
手
を
投
げ
て

勝
つ
の
が
柔
道
の
好
き
な
と
こ
ろ
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

団
員
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
大
き
な

体
格
の
持
ち
主
の
孝
太
君
は
、
友
だ

ち
が
柔
道
を
し
て
い
た
こ
と
で
興
味

を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

小
学
１
年
生
か
ら
始
め
て
９
年
が
経

過
。
県
大
会
で
は
、
並
み
居
る
強
豪

に
競
り
勝
ち
、
栄
光
を
手
に
し
ま
し

祝

た
。

　

古
賀
団
長
は
、「
団
創
設
以
来
の

快
挙
で
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
期
待
の

持
て
る
子
ど
も
た
ち
で
、
指
導
に
も

熱
が
入
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

３
人
に
全
国
大
会
の
目
標
を
尋

ね
る
と
「
１
回
で
も
多
く
勝
ち
た

い
。
そ
の
た
め
に
練
習
を
も
っ
と
頑

張
る
」（
大
尚
君
）、「
賞
状
を
も
ら

え
る
よ
う
に
、
得
意
の
内
股
や
自
主

練
習
を
頑
張
る
」（
真
平
君
）、「
最

低
で
も
８
位
入
賞
。
練
習
し
て
、
一

本
が
と
れ
る
技
を
磨
く
」（
孝
太
君
）

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

３
人
は
、
迫
る
大
舞
台
に
向
け
技

に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。
３
人
が

出
場
す
る
大
会
は
次
の
と
お
り
で

す
。

大
会
名　

全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
（
個
人
戦
）

開
催
日　

８
月
17
日
（
日
）

場　

所　

盛
岡
市
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
（
岩
手
県
）

小
島　

大
尚
君

大
会
名　

全
国
中
学
生
柔
道
大
会
（
個
人
戦
）

開
催
日　

８
月
22
日
（
金
）

場　

所　

愛
媛
県
武
道
館
（
松
山
市
）

小
島　

孝
太
君

大
会
名　

文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
少
年
柔
道
大
会

　
　
　
　
（
団
体
戦
）

開
催
日　

10
月
13
日
（
月
）

場　

所　

講
道
館
（
東
京
都
）

竹
山　

真
平
君

目指せ !! 東京オリンピック



↑全国大会出場の切符を手にした３人（写真左から、小島大尚君、小島孝太君、竹山真平君）

目指せ !! 東京オリンピック



長島町　防ポンプ操法大会

受
け
継
が
れ
る
火
消
し
の
魂

真剣な表情で指揮を執る指揮者

吸
管
を
手
に
操
法
を
開
始
す
る
選
手

待機線上で列を整える選手たち

視
線
を
そ
ら
さ
ず
筒
先
交
代
を
行
う
１
番
員
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［
総
合
の
部
］

　

優
勝　

蔵
之
元
分
団

　

２
位　

中
央
分
団

　

３
位　

城
川
内
分
団

［
ポ
ン
プ
車
の
部
］

　

優
勝　

諸
浦
分
団

　

２
位　

中
央
分
団

　

３
位　

蔵
之
元
分
団

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

　

優
勝　

中
央
分
団
鷹
巣
班

　

２
位　

城
川
内
分
団
城
川
内
班

　

３
位　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

大
会
成
績

　

７
月
６
日
、
蔵
之
元
漁
港
で
平
成

26
年
度
長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
カ
月
に
も
及
ぶ
厳
し
い
練
習
を

重
ね
た
団
員
ら
が
、
ポ
ン
プ
車
の
部

に
11
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

20
チ
ー
ム
出
場
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
諏
訪
義
則
長
島
町
消

防
団
長
が
２
９
３
名
の
人
員
報
告
を

し
、大
会
会
長
の
川
添
健
町
長
が「
災

害
に
は
、
常
日
頃
の
訓
練
が
必
要
不

可
欠
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い

訓
練
に
耐
え
て
き
た
成
果
を
発
揮
し

て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

競
技
に
入
る
と
、
選
手
ら
は
直
前

ま
で
入
念
に
操
作
の
確
認
を
繰
り
返

し
、
待
機
線
で
そ
の
時
を
待
ち
ま
し

た
。
指
揮
者
の
号
令
が
静
ま
り
返
っ

た
場
内
に
響
き
渡
る
と
、
俊
敏
な
動

作
で
器
具
の
取
り
扱
い
な
ど
を
競
い

ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
高
い
気
温
と
湿
度
の
中

で
競
技
し
、
午
後
か
ら
は
叩
き
つ
け

る
よ
う
な
大
雨
に
打
た
れ
ま
し
た
。

選
手
も
そ
れ
を
見
守
る
団
員
も
ず
ぶ

ぬ
れ
に
な
っ
て
、
心
を
一
つ
に
最
後

ま
で
競
い
ま
し
た
。
指
揮
者
が
「
撤

収
！
」
と
指
示
す
る
と
選
手
ら
は

安あ
ん
ど堵
の
表
情
に
変
わ
り
、
場
内
か
ら

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
優
勝
し
た
チ
ー

ム
は
、
出
水
支
部
大
会
へ
の
出
場
が

決
定
し
、
８
月
３
日
の
同
支
部
大
会

へ
向
け
、
さ
ら
に
厳
し
い
練
習
を
続

け
ま
し
た
。

個
人
賞

［
ポ
ン
プ
車
の
部
］

　

指
揮
者　

瀬
嵜　

賢
治（
諸
浦
分
団
）

　

１
番
員　

山
崎　

修
徳（
蔵
之
元
分
団
）

　

２
番
員　

石
元　

淳
平（
諸
浦
分
団
）

　

３
番
員　

白
石　

隆
浩（
諸
浦
分
団
）

　

４
番
員　

礒
永　

慎
也（
諸
浦
分
団
）

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

　

指
揮
者　

岩
塚　

吉
輝

　
　
　
　
（
浦
底
分
団
福
ノ
浦
班
）

　

１
番
員　

飯
尾　

裕
樹

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

　

２
番
員　

上　

晃
盛

　
　
　
　
（
中
央
分
団
鷹
巣
班
）

　

３
番
員　

米
尾　

豊

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

↑大雨の中、操法を披露する選手

すべての競技に温かい拍手
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大花火。夏の夜空に満開

建友会がボランティア清掃
　

７
月
12
日
、
夏
休
み
を
前
に
長
島

町
建
友
会
（
福
山
義
弘
会
長
）
に
よ

る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
小
浜
海

水
浴
場
と
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で
あ
り

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
２
浴
場
で

合
わ
せ
て
町
内
の
32
社
約
70
人
が
参

加
。重
機
な
ど
約
30
台
を
持
ち
込
み
、

砂
浜
の
整
地
や
付
近
の
支
障
木
の
伐

採
、
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
山
会
長
は
「
公
共
工
事
で
お
世

話
に
な
っ
た
町
へ
の
恩
返
し
。
き
れ

い
に
な
っ
た
砂
浜
で
海
水
浴
客
に
安

全
に
遊
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
、
額

の
汗
を
ぬ
ぐ
い
ま
し
た
。

↑猛暑の中、清掃に励む会員（あづま海水浴場）

　

７
月
26
日
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ｉ
ｎ
な
が
し
ま
が
開
幕
し
、
夏

ま
つ
り
納
涼
大
会
が
あ
づ
ま
海
水
浴

場
で
あ
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
涼

を
求
め
て
、
お
よ
そ
９
０
０
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
ら

に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
幕
を
開
け
る

と
、
礒
永
秀
生
長
島
町
観
光
協
会
長

が
「
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
熱
中

症
に
負
け
な
い
で
、
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
「
長
島
ぐ
る
っ
と
一
周
花
街
道
酔

い
ど
れ
芸
能
一
座
」
や
「
鹿
児
島

も
の
ま
ね
軍
団
」
ら
に
よ
る
芸
能

シ
ョ
ー
に
、
会
場
内
は
笑
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

か
き
氷
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
屋
台

の
他
、
ボ
ン
ボ
ン
釣
り
な
ど
の
ゲ
ー

ム
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
の
様
子

で
し
た
。

　

芸
能
シ
ョ
ー
の
後
は
、
テ
レ
ビ
や

オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
な
ど
豪
華
賞
品
が

当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
番
号
が

呼
ば
れ
る
た
び
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の
最
後
に
は
９
０
０
発
の

花
火
が
ご
う
音
と
共
に
打
ち
上
げ
ら

れ
、
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

夏まつり納涼大会にぎわう
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長
島
の
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
ブ

リ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
」
が
７
月
27

日
、
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
事
前
申
し
込
み
と
当

日
の
飛
び
入
り
参
加
を
含
め
２
０
２

人
が
参
加
。
開
会
式
で
、
川
添
健
町

長
が「
長
島
は
ブ
リ
の
養
殖
が
盛
ん
。

つ
か
み
ど
り
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
美

味
し
く
堪
能
し
て
」
と
長
島
の
特
産

品
『
鰤
王
』
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

つ
か
み
ど
り
開
始
の
号
令
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
海
に
入

り
ま
し
た
。
網
の
中
に
放
流
さ
れ
た

ブ
リ
は
素
早
く
泳
ぎ
、
子
ど
も
た
ち

の
手
を
す
り
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
き
い
も
の
で
は
６
㌔
を
超
え
る

大
物
の
ブ
リ
に
驚
い
て
泣
き
叫
ん
で

し
ま
う
子
や
、
一
度
は
つ
か
ま
え
た

も
の
の
手
を
滑
ら
し
、
砂
浜
で
暴
れ

ま
わ
る
ブ
リ
に
悪
戦
苦
闘
す
る
子
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

保
護
者
ら
は
、
わ
が
子
の
奮
闘
ぶ

り
を
カ
メ
ラ
に
収
め
な
が
ら
、
大
き

な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

つ
か
ま
え
た
ブ
リ
は
東
町
漁
業
協

同
組
合
青
壮
年
部
員
ら
の
手
に
よ
っ

て
、
素
早
く
血
抜
き
し
箱
詰
め
さ
れ

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
参
加
し
た
小
学
２

年
生
の
下
平
優
花
さ
ん
は
「
ブ
リ
は

大
き
く
て
つ
か
ま
え
る
の
が
大
変

だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
夏
休
み

の
思
い
出
に
な
っ
た
。
来
年
も
参
加

し
た
い
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。

↑号令にあわせ、一斉に海に入る子どもたち

大物
ゲット
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記録に挑戦 !!
　ライバルは自分自身

５年
　 25 ｍ自由形
 　50 ｍ自由形
 　25 ｍ平泳ぎ 
☆ 50 ｍ平泳ぎ
　 50 ｍ背泳ぎ
６年
　 25 ｍ自由形
     50 ｍ自由形
　100 ｍ自由形
     25 ｍ平泳ぎ
　 50 ｍ平泳ぎ
　 100 ｍ平泳ぎ
　 50 ｍ背泳ぎ 
５・６年
　200 ｍリレー

女　子 男　子

　　 19 秒 6  早﨑　大翔（本　浦）
　　 47 秒 1  中川弥哉斗（平　尾）
　　 40 秒 0  大西　柊也（城川内）
　　 53 秒 2  山田　幸輝（蔵之元）
１分 05 秒 2  中川弥哉斗（平　尾）

　　 18 秒 1  飯尾　太一（蔵之元）
 　　39 秒 1  山角　悠太（平　尾）
１分 30 秒 9  山角　悠太（平　尾）
　     31 秒 8  飯尾　浩平（蔵之元）
　　 55 秒 9  小川　幹太（城川内）
２分 04 秒 4  田中　琉葵（鷹　巣）
　　 59 秒 2  山中　誠志（平　尾）

３分 05 秒 8  蔵之元

５年
　 25 ｍ自由形
 　50 ｍ自由形
 　25 ｍ平泳ぎ 
　 50 ｍ平泳ぎ
　 50 ｍ背泳ぎ
６年
☆ 25 ｍ自由形
     50 ｍ自由形
     100 ｍ自由形
     25 ｍ平泳ぎ
　 50 ｍ平泳ぎ
　 100 ｍ平泳ぎ
　 50 ｍ背泳ぎ 
５・６年
　200 ｍリレー

　　 22 秒 8  小嵜奈々美  （鷹　巣）
　　 40 秒 7  川原　　綾（田　尻）
　　 33 秒 6  出水　　凜（鷹　巣）
　　 54 秒 8  川原　　綾（田　尻）
１分 26 秒 1  中元　優希（平　尾）

　　 20 秒 1  冨永明来映（川　床）
 　　46 秒 0  永岡さくら（鷹　巣）
１分 42 秒 3  中尾　虹美（城川内）
　     31 秒 0  西崎　璃羅（鷹　巣）
　　 58 秒 8  濵島　愛莉（鷹　巣）
２分 03 秒 7  中尾　虹美（城川内）
１分 04 秒 9  小川　千夏（城川内）

３分 23 秒 9  城川内

５・６年男女混合
☆ 200 ｍリレー ３分 18 秒 1  川床 ※各種目１位のみを掲載（☆は大会新記録）

第
９
回
長
島
町
水
泳
記
録
会

　

７
月
23
日
、
町
民
プ
ー
ル
で
第
９

回
長
島
町
水
泳
記
録
会
が
あ
り
ま
し

た
。

　

町
内
10
校
の
小
学
５
・
６
年
生
が
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
出
し
て
、
自

由
形
や
平
泳
ぎ
な
ど
で
競
い
ま
し

た
。

　

開
会
式
で
村
田
研
史
教
育
長
が

「
水
泳
は
孤
独
な
ス
ポ
ー
ツ
。
自
分

に
打
ち
勝
っ
て
記
録
に
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
」
と
選
手
ら
を
激
励
し
ま
し

た
。
選
手
を
代
表
し
て
、
今
年
度
で

閉
校
が
決
定
し
て
い
る
本
浦
小
学
校

６
年
生
の
白
石
七な

み

と
海
人
君
が
「
僕
た

ち
の
学
校
に
は
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
せ

ん
。
限
ら
れ
た
時
間
で
練
習
し
て
き

た
成
果
を
出
し
て
、
本
浦
小
最
後
の

代
表
と
し
て
最
後
ま
で
頑
張
り
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
児
童
ら
は
、
す
べ
て
の
選

手
に
大
き
な
声
援
を
送
り
、
声
援
を

受
け
た
選
手
は
み
な
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
、
多
く
の
保
護
者
が
応

援
に
駆
け
付
け
、
子
ど
も
た
ち
の
泳

ぐ
姿
を
見
守
り
ま
し
た
。

↑
宣
誓
す
る
白
石
君
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地
方
分
権
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
冒
頭
、
安
倍
晋
三
内
閣
総

理
大
臣
が
「
地
域
の
元
気
な
く
し

て
国
の
元
気
な
し
。
個
性
を
活
か

し
自
立
し
た
地
方
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
皆

さ
ん
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
、
新
藤
義
孝
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
が
主
催
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
。
地
方
分
権
改

革
有
識
者
会
議
の
神
野
直
彦
座

長
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
基

調
講
演
や
有
識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
か
れ
ま

し
た
。

　

先
進
事
例
の
発
表
で
は
、
都
道

府
県
代
表
の
栃
木
県
知
事
、
政
令

指
定
都
市
代
表
の
広
島
市
長
に
続

い
て
、
川
添
町
長
が
「
福
祉
事
務

所
の
開
設
」
や
「
ぐ
る
っ
と
一
周

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
づ
く
り
」な
ど
、

本
町
が
進
め
て
き
た
事
例
を
発

表
。「
地
域
応
援
隊
制
度
」
や
「
自

治
公
民
館
等
チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
事

業
」
な
ど
、
本
町
独
自
の
取
り
組

み
も
紹
介
し
、
長
島
町
を
全
国
に

む
け
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
川
添
町
長
は
「
役
場

に
は
『
長
島
町
民
の
役
に
立
つ
人

の
い
る
と
こ
ろ
』
と
看
板
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
行
政
の
一
番
身
近
に

い
る
私
た
ち
が
、
住
民
の
こ
と
を

一
番
良
く
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
住
民
の
役
に
立
つ
改

革
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」
と
訴
え
て
発
表
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

地
域
の
元
気
な
く
し
て
国
の
元
気
な
し

　
『
個
性
を
活
か
し
自
立
し
た
地
方
を
つ
く
る
』
を
テ
ー
マ
に
６
月
30
日
、
東
京
都
の
銀
座

ブ
ロ
ッ
サ
ム
で
「
地
方
分
権
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
、
川
添
健
町
長
が
地
方
分

権
改
革
の
先
進
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
今
年

初
め
て
内
閣
府
が
開
催
し
、
基
調

講
演
や
先
進
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
全
国

か
ら
応
募
し
て
選
ば
れ
た
９
０
０

人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　

先
進
事
例
は
、
全
国
か
ら
優
れ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
３
自

治
体
（
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都

市
、市
町
村
の
各
代
表
）
を
選
出
。

長
島
町
は
全
国
１
６
９
８
市
町
村

（
政
令
指
定
都
市
を
除
く
）
の
代

表
と
し
て
選
ば
れ
、
川
添
町
長
が

地
域
を
活
か
し
た
本
町
の
事
例
を

紹
介
し
ま
し
た
。

全
国
市
町
村
を
代
表
し
て
事
例
発
表

↑冒頭であいさつする
　安倍内閣総理大臣

↑
全
国
の
市
町
村
を
代
表
し
て

　

事
例
発
表
す
る
川
添
町
長

「地方分権改革」ってなに
　「地方分権改革」とは、国に集中している権限や財源を地方自治体（県
や市町村）に移して、自らの地域のことは自らの意思で決定し、その財
源や権限、責任も自らが持つことをいいます。
　この改革により、地域のことは地域で決められるようになり、町民の
声や地域の実情が行政サービスに反映されやすくなります。

▽川添町長の事例発表が下記動画サイトで確認できます▽
http://www.cao.go.jp/bunken-suishin/shinpokaisai/shinpokaisai.html
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7
月

１
日

２
日
～
３
日

４
日

６
日

８
日

11
日

12
日

13
日

15
日

16
日
～
17
日

18
日

20
日

22
日

23
日

23
日
～
24
日

25
日

27
日

28
日

29
日
～
30
日

31
日

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

景
観
認
定
団
体
認
定
書
交
付
式　
　
（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
行
政
視
察（
山
口
県
・
兵
庫
県
）

北
薩
地
域
土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会
研
修
会（
さ
つ
ま
町
）

長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会　
（
蔵
之
元
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会（
さ
つ
ま
町
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
（
出
水
市
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会（
出
水
市
）

臨
時
課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
国
保
連
合
会
理
事
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

建
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
発
式（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

唐
隈
水
利
組
合
用
水
施
設
竣
工
祝
賀
会（
唐
隈
）

三
地
区
親
善
体
育
大
会　
　
　
　
　
（
町
内
）

あ
づ
ま
海
水
浴
場
安
全
祈
願
祭（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

長
島
夢
追
い
元
気
発
電
所
建
設
検
討
委
員
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会　
　
　
（
佐
賀
県
）

北
薩
地
域
森
林
・
林
業
振
興
協
議
会
総
会
・
北
薩
流

域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
総
会
（
さ
つ
ま
町
）

蔵
之
元
溜
池
竣
工
式　
　
　
　
　
（
蔵
之
元
）

北
さ
つ
ま
観
光
連
絡
協
議
会
総
会（
出
水
市
）

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
会
・

県
港
湾
協
会
理
事
会
・
総
会　
（
鹿
児
島
市
）

町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会

（
東
京
都
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

ブ
リ
の
つ
か
み
ど
り
大
会（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
理
事
会（
役
場
）

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
実
行
運
動

（
東
京
都
）

天
長
フ
ェ
リ
ー
株
主
総
会　
　
（
太
陽
の
里
）

第
５
回
花
フ
ェ
ス
タ
・
第
１
回
ツ
ワ
ブ
キ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員
会　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
尻
）

全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

宮
路
義
輝
・
和
代
さ
ん
夫
婦
（
矢
堂
）

宮
路
フ
ァ
ー
ム

　

第
63
回
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル（
毎
日
新
聞
社
主
催
）

が
７
月
17
日
、
大
分
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
宮
路
フ
ァ
ー
ム
の
宮
路
義
輝
・
和
代
さ
ん

夫
婦
が
県
の
推
薦
を
受
け
て
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出

場
し
「
新
た
な
肉
用
牛
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
挑
戦
～

夫
婦
で
築
き
、
親
子
で
繋
ぐ
肉
用
牛
一
貫
経
営
～
」
と

題
し
て
発
表
を
行
な
い
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

全
国
一
の
農
家
を
決
め
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
震
災
か

ら
の
復
興
や
１
０
０
㌶
を
越
え
る
経
営
な
ど
の
発
表
が

あ
る
中
、
登
壇
し
た
宮
路
さ
ん
夫
婦
は
、
就
農
か
ら
こ

れ
ま
で
の
経
緯
や
経
営
理
念
、
今
後
の
夢
な
ど
を
明
確

に
語
り
、会
場
や
審
査
員
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
１
人
は
「
情
報
の
共
有
化
や
地
域
資
源
の

活
用
な
ど
で
リ
ス
ク
を
抑
え
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
確
実

↑賞を持って役場へ表敬訪問した宮路さん夫婦

に
行
わ
れ
て
い
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
宮
路
さ
ん
は

「
こ
の
受
賞
を
糧
に
、
よ
り

一
層
努
力
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
発
展
の
た
め
に
頑
張

り
た
い
」
と
喜
び
を
話
し
ま

し
た
。

↑コンクールで発表する宮路さん夫婦
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晩
酌
や
酢
み
そ
で
食
ら
ふ
生
辣ら

っ
き
ょ
う

韮
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

賑
や
か
な
「
結ゆ
ひ

」
の
田
植
に
加
は
り
ぬ
　
　
二
階
堂
妙
子

風
薫
る
瀬
戸
の
大
橋
四
十
年
　
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

整
然
と
植
田
と
な
り
て
万
歩
計
　
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

花
好
き
の
母
の
窓
辺
に
四よ
ひ
ら葩

咲
く
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

と
び
の
こ
を
食
べ
て
田
植
の
終
り
か
な
　
　
山
嵜
加
代
子

夏
衣
鴨
居
に
掛
け
て
旅
仕
度
　
　
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

紫
陽
花
の
一
花
ご
と
に
雨
の
色
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

風
荒す
さ

ぶ
夜
明
け
の
沖
に
巨
船
引
く
船
近
く
見
ゆ
飛
沫
の
中

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
子

地
を
か
す
め
急
上
昇
を
す
る
燕
わ
が
住
む
家
に
仔
の
待
つ

巣
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

遠
き
日
に
亡あ

に兄
と
一
銭
銅
貨
を
磨
き
た
る
庭
草
引
き
つ
つ

亡
兄
に
逢
ひ
た
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

夜
の
豪
雨
道
路
に
溢
れ
港
内
も
濁
り
て
枯
葉
か
た
ま
り
揺

る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

出
水
灘
の
中
の
小
島
は
何
時
の
日
も
松
青
青
と
船
路
和
ま

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

農
道
の
水
溜
ま
る
際き
わ

に
燕
降
り
土
を
銜く

わ

へ
て
嘴

く
ち
ば
しう
ご
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

う
ち
続
く
広
田
の
道
に
田
植
な
ら
ん
媼
お
う
な
は
体
揺
ら
し
急
ぎ

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

［
短
歌
］

夕
闇
の
燈
籠
ゆ
れ
る
川
辺
に
て
マ
マ
泣
い
て
る
の
問
ふ
声

聞
こ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

ゆ
る
や
か
な
テ
ン
ポ
で
動
く
体
操
は
わ
が
生
く
道
も
同
じ

に
思
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

年
と
れ
ば
仕
事
す
る
の
に
困
る
な
り
身
体
動
か
ず
仕
方
な

い
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

色
彩
の
世
界
麗
わ
し
夏
台
風　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

　「他人と比較しない」「何もの
にも縛られない」「執着心を捨
てる」など禅の考え方をつづり
ます。

岡
崎　

敏　

著

　長年ジャンプ競技で活躍を続
けている葛西選手の半生がつづ
られています。

不
屈
の
翼

枡
野　

俊
明　

著

人
生
の
く
す
り
箱

友
の
庭
に
紫
淡
く
木
蓮
の
花
二
・
三
輪
つ
ゆ
雨
弾
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

わ
が
植
ゑ
し
グ
ア
バ
の
小
枝
は
重
た
げ
に
青
実
び
っ
し
り

雨
降
り
し
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

兄
征ゆ

き
て
七
十
年
経
ぬ
或
る
日
ひ
ょ
っ
こ
り
戻
り
来
ぬ
か

と
待
ち
疲
れ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝
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平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
福
知

山
市
で
発
生
し
た
花
火
大
会
で
の

火
災
を
踏
ま
え
、
火
を
使
用
す
る

器
具（
ガ
ス
こ
ん
ろ
、フ
ラ
イ
ヤ
ー

な
ど
）
の
取
扱
い
や
、
屋
外
に
お

け
る
催
し
物
へ
の
防
火
管
理
体
制

な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
火
を
使
用
す
る
器
具
（
ガ
ス
こ

ん
ろ
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
）
を
祭

礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展
示
会

な
ど
の
催
し
で
使
用
す
る
と
き

は
、
消
火
器
を
準
備
す
る
こ
と
。

○
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展

示
会
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
る
大

規
模
な
催
し
で
は
、
火
災
が
発
生

し
た
場
合
に
重
大
な
被
害
を
与
え

る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
主
催
者

は
防
火
担
当
者
を
定
め
、
火
災
予

防
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
催

し
を
開
催
す
る
日
の
14
日
前
ま
で

に
消
防
署
へ
提
出
す
る
こ
と
。

○
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展

示
会
な
ど
の
催
し
に
際
し
、
露

店
（
屋
台
）
な
ど
を
開
設
す
る
場

合
は
、
消
防
署
へ
届
出
を
す
る
こ

と
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
警
防
課
予
防
係

　

☎
（
72
）
０
１
１
９

　

東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

　

長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３

知
っ
と
く
！
納
得
！
や
っ
と

く
！
脳
卒
中
予
防

　

鹿
児
島
県
で
は
脳
卒
中
の
発
症

予
防
や
重
症
化
の
予
防
に
つ
い

て
、
県
民
の
理
解
を
深
め
、
地
域

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
次
の
と
お
り
「
平
成
26

年
度
脳
卒
中
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

８
月
31
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

○
場
所

　

薩
摩
川
内
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

○
入
場
料
＝
無
料

［
内
容
］

○
基
調
講
演

　
「
脳
卒
中
の
治
療
と
予
防
―
ス

ピ
ー
ド
が
命
―
」

○
講
師

　

橋
本
洋
一
郎
先
生

　
（
脳
卒
中
協
会
熊
本
県
支
部
長
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

①
地
元
医
療
関
係
者
の
取
り
組
み

　

②
行
政
の
取
り
組
み

　

③
患
者
さ
ん
の
体
験
談

※
休
憩
時
間
に
は
、
会
場
ロ
ビ
ー

で
健
康
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

川
薩
保
健
所
健
康
企
画
課

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
５

出
水
養
護
学
校
体
験
学
習
の

案
内

　

県
立
出
水
養
護
学
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生
徒
と

そ
の
保
護
者
な
ど
に
、
教
育
内
容

や
指
導
方
法
な
ど
を
広
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
特
別
支

援
教
育
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
19
日
（
金
）

　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
２
時
30
分

○
対
象
者
（
保
護
者
含
む
）

①
平
成
27
年
度
就
学
予
定
の
幼
児

②
小
学
校
６
年
お
よ
び
中
学
校
３

　

年
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒

③
教
育
関
係
者
な
ど

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
25
日（
月
）～
９
月
５
日（
金
）

○
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

○
準
備
な
ど

　

上
履
き
持
参
の
う
え
、
体
育

服
、
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
を
着
用
く
だ

さ
い
。
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。
弁

当
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
込
用

紙
に
必
要
数
を
記
入
く
だ
さ
い
。

（
弁
当
代
は
当
日
徴
収
し
ま
す
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学
習
係

　

☎
（
63
）
３
４
０
０

入
校
生
募
集

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
27
年
度
入
校
生
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
訓
練
科
名

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
情
報
処
理
科

○
募
集
人
員

　

各
科
と
も
20
人

○
訓
練
期
間

　

各
科
２
年

○
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
（
見
込
者
含

む
）
も
し
く
は
同
等
以
上
の
学
力

屋
外
で
の
催
し
に
は
防
火
管
理

体
制
を

12Nagashima town Public Relations



を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も

の○
出
願
書
類

　

入
校
願
書
（
写
真
添
付
）、
学

校
調
査
書
（
卒
業
証
明
書
）、
願

書
添
付
以
外
に
写
真
１
枚

○
願
書
受
付
期
間

　

９
月
１
日
（
月
）
～

平
成
27
年
３
月
６
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
５
（
65
）
２
２
４
７

入
校
生
募
集

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
平
成
27
年
度
入
校
生
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

［
新
卒
］

　

８
月
18
日（
月
）～
９
月
12
日（
金
）

［
一
般
・
新
卒
］

　

10
月
１
日（
水
）～
11
月
14
日（
金
）

○
訓
練
科
目

　

情
報
電
子
科
、
デ
ザ
イ
ン
製
版

科
、
建
築
設
計
科
、
義
肢
福
祉
用

具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
ア
パ
レ
ル

科
、
造
形
実
務
科

○
応
募
資
格

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

保
持
者
（
手
帳
の
な
い
か
た
は
相

談
く
だ
さ
い
）

○
入
学
金
・
授
業
料
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６
（
44
）
２
２
０
６

税
の
作
文
募
集

　

国
税
庁
お
よ
び
全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
で
は
、
高
校
生
、
中

学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集

し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、
自
分
や
家

族
の
体
験
を
通
し
て
、
税
に
つ
い

て
自
分
が
考
え
た
こ
と
な
ど
、
税

に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も

結
構
で
す
。

○
字
数

　

８
０
０
～
１
２
０
０
字
以
内

　
（
中
学
生
は
１
２
０
０
字
以
内
）

○
締
め
切
り

　

９
月
５
日
（
金
）

　
（
中
学
生
は
９
月
４
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制

度
の
対
象
者
が
拡
大

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・

帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
の
対
象
と

な
る
か
た
が
拡
大
さ
れ
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ

て
の
か
た
は
、
売
り
上
げ
な
ど
の

収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
経
費
に
関

す
る
金
額
な
ど
を
帳
簿
に
記
載

し
、
そ
の
帳
簿
や
取
引
に
係
る
請

求
書
、
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
制
度

の
詳
細
に
つ
い
て
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
税
務
署
が
実
施

す
る
「
記
帳
説
明
会
」
な
ど
に
つ

い
て
は
、
出
水
税
務
署
所
得
税
担

当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

商
工
会
共
通
商
品
券
販
売
中

　

長
島
町
商
工
会
で
は
、
商
工
会

共
通
商
品
券
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
共
通
商
品
券
に
は
有
効
期
限

（
発
行
日
か
ら
６
カ
月
間
）
が
あ

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
商
工
会

　

☎
（
86
）
０
２
０
９

すずかぜ航路が廃止に

　

獅
子
島
の
各
港
と
諸
浦
港
と
を
結

ぶ
旅
客
船
「
す
ず
か
ぜ
２
」
が
９
月

30
日
の
運
航
を
最
後
に
廃
止
し
ま

す
。

　

廃
止
に
伴
い
、諸
浦
港
と
片
側
港
、

中
田
港
（
天
草
市
）
と
を
結
ぶ
フ
ェ

リ
ー
「
ロ
ザ
リ
オ
」
の
航
路
再
編
を

行
い
ま
す
。10
月
か
ら
は
、フ
ェ
リ
ー

「
ロ
ザ
リ
オ
」
の
運
行
時
刻
お
よ
び

航
路
な
ど
を
調
整
す
る
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

有
限
会
社
波
戸
汽
船

　

☎
（
86
）
２
１
１
５

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

↑諸浦港に停泊中のすずかぜ２
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

三地区親善体育大会

ポーツ・文化で親交深めるス
　歴史的、地理的に密接な関係を持つ本町と阿久根市、
天草市のより一層の友好親善と、健康で明るい郷土づ
くりなどを目的とした、第 62 回三地区親善体育大会
が 7 月 13 日に開催されました。町内の各会場で、11
種目 13 競技が行われ、熱戦が繰り広げられました。
　開会式で、大会会長の川添健町長が「本大会は伝統
のある交流。本大会が三地区の発展の起爆剤となるよ
うなプレーをしてほしい」とあいさつしました。
　どの会場でも迫力あるプレーが展開され、互いのプ
レーをほめたたえるなど、各種競技で親睦が深まりま
した。各競技の結果は次のとおりです。

［剣道］阿久根市［弓道］天草市［ソフトテニス］天草市［野球］長島町［ソ
フトボール］阿久根市［男子バレーボール］阿久根市［女子バレーボール］
阿久根市［家庭婦人バレーボール］天草市［卓球］長島町［男子ゲートボール］
長島町［女子ゲートボール］長島町［男子グラウンドゴルフ］阿久根市［女
子グラウンドゴルフ］阿久根市［囲碁］天草市（各種目１位のみを掲載）

　７月は「社会を明るくする運動」の強化月間で
す。この運動の啓発を図ろうと７月１日、役場で
伝達式と出発式がありました。
　出水保護区長島支部長の豊田直俊さんから石塚
政廣副町長へ、法務大臣からの「社会を明るくす
る運動」のメッセージ伝達がありました。
　豊田支部長は「犯罪は減少傾向にある。地域に
根ざした活動を継続したい」と話しました。

長島町戦没者追悼式

争の記憶を風化させない戦
　先の大戦で尊い命を失った戦没者の霊を慰める
長島町戦没者追悼式が 7 月 23 日、町開発総合セ
ンターでありました。
　式辞で川添健町長が「戦後 69 年が経過した。
この国の安全と繁栄は、多くの同胞の尊い命の犠
牲のうえに成り立った。戦争の記憶を風化させな
いことがわれわれに課せられた使命」と述べ、追
悼の誠を捧げました。
　式場には遺族ら約 50 人が参列し、戦没者に花
を手向けました。

↑バレーボール３
競技が行われた総
合町民体育館。力
強いスパイクが決
まる

社会を明るくする運動

罪の少ない社会を目指して犯

↑献花台に花を手向ける遺族ら

↑メッセージを読み上げる豊田支部長（中央）

←各地区を代表す
る剣士たちのつば
ぜり合い。面の奥
には鋭い眼光が光
る
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バレーで広がる友好の輪

ートボールに続き薄井が優勝ゲ
　第９回公民館対抗バレーボール大会が７月７日から
23 日にかけて、総合町民体育館でありました。
　台風の影響で、決勝リーグの開催が大きくずれこ
みましたが、大会には町内 23 集落の 25 チームがＡ、
Ｂ２つのクラスで競いました。
　強豪チームが出そろうＡクラスでは、初戦から激し
いスパイクで点を取り合うなどの試合を展開し、Ｂク
ラスもＡクラスに負けじと熱戦を繰り広げました。
　Ａクラスは、６月に開催されたゲートボール大会に
続き薄井Ａチームが優勝しました。大会結果は次のと
おりです。
Ａクラス［優勝］薄井Ａ［準優勝］山中
　　　　  ［３位］上揚、赤崎
Ｂクラス［優勝］茅屋［準優勝］薄井Ｂ
　　　　  ［３位］城川内、宮ノ浦
※３位決定戦がないため、３位は２チームです。

長島中学校で芸術鑑賞教室

徒出演で会場内盛り上がる生
　7 月 13 日、長島中学校の日曜参観の一環とし
て芸術鑑賞教室があり、劇団ドリームカンパニー

（福岡市）によるミュージカル「ハロー、天使で
す！」が上演されました。
　思春期の若者たちの心をつづった歌やダンスで
構成された迫力ある演技に、生徒も保護者も引き
込まれ、生徒らが出演する場面では観客席からひ
ときわ大きな拍手がおこりました。
　ウエディングドレスを着て出演した 3 年生の
島崎遥香さんは ｢ ミュージカルに出るのは初めて
で緊張したけど、とても楽しかった」と笑顔で話
しました。

ぽんぽこ村で夏祭り

びっこ集いにぎわい見せるち
　ＮＰＯ法人長島福祉作業所ぽんぽこ村（大堂和
枝施設長）で、７月 26 日、夏のぽんぽこまつり
がありました。
　午前 10 時に開始した祭りは、芸能ショーや利
用者による歌の披露、もち投げなどイベント盛り
だくさんで、来場者を楽しませていました。
　夏野菜や花の苗のほか、手作りパンの販売コー
ナーでは、焼き上がったパンに行列ができるほど
の人気となっていました。

↑鋭いスパイクをブロックする選手らの気迫あふれるプレー

↑生徒も出演したミュージカルの一場面

↑出店の前に集まる子どもたち
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

11, 100 (  -14)

平成 26年 7月 31 日現在

※
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷「
花
カ
フ
ェ
長
島
」

　

☎
（
87
）
１
６
０
０

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,360 (     -8)
5,740 (     -6)

  4,468  (   +2)

　

川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
「
花
カ
フ
ェ
長

島
」
で
は
、
夏
休
み
体
験
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

７
月
24
日
に
は
、
暑
中
見
舞
い
と
し

て
利
用
で
き
る
、押
し
花
を
使
っ
た「
花

の
ハ
ガ
キ
作
り
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、町
内
の
小
学
生
11
人
が
、

事
前
に
ス
タ
ッ
フ
が
準
備
し
た
押
し
花

を
ハ
ガ
キ
に
貼
り
付
け
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ハ
ガ
キ
を
作
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
出
来
上
が
っ
た
ハ

ガ
キ
に
宛
先
を
書
い
て
、
暑
中
見
舞
い

と
し
て
ポ
ス
ト
に
投
函
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
４
つ
の
体
験
教
室
を
計
画

し
、
８
月
中
旬
以
降
は
、
次
の
２
教
室

を
実
施
し
ま
す
。

○
体
験
教
室

　

①
花
の
貯
金
箱
を
作
ろ
う

　

８
月
19
日
（
火
）

　

②
木
の
実
の
写
真
立
て
を
作
ろ
う

　

８
月
26
日
（
火
）

○
時
間

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分（
①
②
と
も
）

○
参
加
料

　

１
０
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

○
定
員

　

15
人
（
①
②
と
も
）

↑ハガキ作りを体験した子どもたち

夏
休
み
だ
け
の
体
験
教
室
を
開
催
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▽
あ
っ
と
い
う
間
に
夏
休
み
も
後

半
戦
。
良
い
子
の
み
ん
な
、
夏
休

み
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？
で
も
遊

ん
で
ば
か
り
い
る
と
８
月
31
日
、

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
雷
が
落
ち

ま
す
よ
。
思
い
返
す
と
遊
ん
で
ば

か
り
で
、
半
べ
そ
か
き
な
が
ら
机

に
向
か
っ
た
記
憶
が
脳
裏
に
浮
か

び
ま
す
。
ド
リ
ル
、
絵
日
記
、
読

書
感
想
文
に
自
由
研
究
…
。
今
思

え
ば
、
何
を
そ
ん
な
に
遊
ん
で
ば

か
り
い
た
ん
だ
ろ
う
と
反
省
し
ま

す
。
良
い
子
の
み
ん
な
、
広
報
を

読
み
終
わ
っ
た
ら
、
怒
ら
れ
る
前

に
、
宿
題
と
い
う
強
敵
に
立
ち
向

か
い
ま
し
ょ
う
。
▽
暑
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
熱
中

症
な
ど
か
か
ら
ず
、
お
元
気
で
過

ご
さ
れ
て
い
る
と
幸
い
で
す
。
涼

を
求
め
て
納
涼
大
会
へ
、
い
つ
も

の
よ
う
に
取
材
を
兼
ね
て
家
族
で

行
き
ま
し
た
。
去
年
は
花
火
の
音

で
も
起
き
な
か
っ
た
わ
が
子
で
す

が
、
今
年
は
終
始
泣
き
ま
く
り
。

大
輪
の
花
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う

と
必
死
で
、
号
泣
す
る
姿
を
見
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
は
そ
れ
で
今
年
の
夏
の
思
い

出
に
。
来
年
は
泣
か
ず
に
最
後
ま

で
見
れ
る
か
な
。　
（
赤
嵜
慶
和
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

17 広報ながしま



　
「
よ
し
よ
し
。
大
丈
夫
」
と
牛
に

声
を
か
け
背
中
を
さ
す
る
の
は
、
茅

屋
集
落
の
宮
瀬
亮
太
さ
ん
。「
若
い

け
ど
話
が
し
や
す
い
。
仕
事
が
早
く

人
間
味
も
良
い
」
と
評
判
の
好
青
年

で
す
。

　

宮
瀬
さ
ん
は
、
７
月
中
旬
に
開
催

さ
れ
た
第
28
回
鹿
児
島
県
削
蹄
競
技

大
会
に
お
い
て
６
位
入
賞
し
ま
し

た
。
９
月
に
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
る

九
州
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
、
さ

ら
に
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

19
歳
で
削
蹄
師
の
免
許
を
取
得

し
、
現
在
は
父
の
久
志
さ
ん
ら
と
畜

産
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

１
頭
の
蹄

ひ
づ
め

を
切
る
時
間
は
約
10

分
。
１
時
間
で
６
～
７
頭
、
年
間
で

は
８
千
～
１
万
頭
の
蹄
を
切
り
ま

↑牛をなだめながら蹄を切る宮瀬さん

走
る
こ
と
が
生
き
が
い

　

茅
屋
集
落
の
谷
尾
政
満
さ
ん

（
66
）
が
、
６
月
15
日
に
鹿
児
島
市

で
開
催
さ
れ
た
第
30
回
記
念
鹿
児
島

マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
で
、
１
０
０
㍍

走（
65
歳
以
上
の
部
）に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
見
事
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
の
大
会
で
優

勝
し
て
き
た
谷
尾
さ
ん
。
自
慢
は
、

40
歳
と
45
歳
で
作
っ
た
記
録
が
未
だ

に
破
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
特
に
45

歳
の
と
き
に
開
催
さ
れ
た
大
会
で

は
、
４
０
０
㍍
走
に
出
場
し
世
界
５

位
（
国
内
で
は
１
位
）
の
成
績
を
残

し
ま
し
た
。

　

息
子
の
政
樹
さ
ん
が
陸
上
を
始
め

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
自
身
も
走

夢
は
兄
弟
で
全
国
へ

マ
ス
タ
ー
ズ
優
勝
・
谷
尾
政
満
さ
ん

す
。
同
じ
く
削
蹄
師
の
兄
・
一
弥
さ

ん
と
主
に
出
水
郡
内
の
畜
産
農
家
を

回
り
ま
す
が
、
時
に
は
県
外
へ
出
向

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

仕
事
の
苦
労
は
何
か
尋
ね
る
と

「
暴
れ
る
牛
を
な
だ
め
る
の
が
大
変
。

ケ
ガ
も
絶
え
ず
、
仕
事
中
は
油
断
で

き
な
い
」
と
話
す
一
方
で
「
蹄
を
切

る
こ
と
で
、
牛
の
病
気
が
治
っ
た
り

す
る
と
農
家
か
ら
喜
ば
れ
る
。
そ
の

と
き
が
嬉
し
い
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま

し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
経
験
を
持
つ
久
志

さ
ん
に
負
け
た
く
な
い
と
「
九
州
大

会
で
は
、
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

よ
う
入
賞
を
目
指
し
、
い
つ
か
は
兄

弟
一
緒
に
全
国
大
会
で
活
躍
し
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

～
若
手
削
蹄
師
の
奮
闘
～

る
こ
と
に
目
覚
め
た
と
い
う
谷
尾

さ
ん
は「
走
る
こ
と
が
生
き
が
い
。

練
習
の
後
の
ビ
ー
ル
も
楽
し
み
の

１
つ
。
自
分
の
記
録
に
挑
戦
し
続

け
、走
れ
る
限
り
走
り
続
け
た
い
」

と
記
録
更
新
に
向
け
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
ま
し
た
。

↑
数
多
く
の
実
績
を
残
す
谷
尾
さ
ん



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１４９

１２ １３７ １０ １１

１９ ２０１４ １５ １７ １８

２６ ２７２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２８ ２９

５

１６

８ ９

６8/31

３０

１ ２ ３ ４
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○しもぞのクリニック 63-8300
○有村産婦人科・内科 73-4180
○橋口歯科医院 63-2330
□フタヤ薬局 67-5253
□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800
□さかえまち薬局 72-0978
□しおかぜ薬局 88-6011
◇こどもクリニック永松64-1500

◎特定健診・胃がん検診
（町文化ホール）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

（町文化ホール）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

（蔵之元公民館）
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○出水病院 62-0419
○つかさとクリニック 67-5560
○上園医院 73-1055
○あくね歯科医院 72-0556
□いまがま調剤薬局 65-7550
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611

敬老の日

○飯尾医院 88-5040
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○内山病院 73-1551
○おてき歯科医院 63-0393
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□本町薬局 73-3233

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200
○鶴見医院 73-0553
○福原歯科医院 63-2501
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□会営薬局阿久根店 72-5060
□長島調剤薬局 64-5555
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

秋分の日

○長島クリニック88-6405
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○奥田蘇明会医院 82-3998
○いまむらクリニック 73-1700
○よしもと歯科クリニック 75-3333
□こがね薬局 64-1132
□市民調剤薬局 68-0150
□しおかぜ薬局 88-6011

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○よう皮ふ科医院 63-1112
○二宮医院 62-0167
○門松医院 64-6100
○塩山歯科医院 62-2634
□あすか薬局 63-7322
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇二宮医院 62-0167

◎特定健診・胃がん検診
（山門野コミュニティセンター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

（諸浦コミュニティセンター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●９月 15日は敬老の日です。
　敬老の日は「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」
ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
●９月 23日は秋分の日です。
　秋分の日は「祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ」ことを趣旨としています。


